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ず
、「
ぞ
っ
と
す
る
味
」
と
表
現

し
た
。

越
後
平
野
を
ゆ
く

　

新
潟
を
川
舟
で
後
に
し
て
、
信

濃
川
と
阿
賀
野
川
を
結
ぶ
通
船
川

を
進
ん
だ
。
雨
で
増
水
し
た
阿
賀

野
川
を
渡
り
、
当
時
の
新
発
田
川

を
さ
か
の
ぼ
り
木
崎
に
着
い
た
。 

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長
　
鐙
啓
記
）

　

バ
ー
ド
は
津
川
、
新
潟
、
木
崎

と
何
本
か
の
河
川
と
運
河
を
結
ん

だ
旅
を
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
日

本
の
旅
と
し
て
は
特
殊
な
手
段

だ
っ
た
。
産
業
革
命
で
国
内
の
物

流
が
盛
況
を
迎
え
、
運
河
が
縦
横

に
発
達
し
た
英
国
育
ち
の
バ
ー
ド

ら
し
い
選
択
か
も
し
れ
な
い
。

　

木
崎
か
ら
先
は
３
台
の
人
力
車

を
雇
い
、
築
地
、
中
条
と
砂
丘
と

畑
が
続
く
道
を
走
り
、
宿
泊
地
の

黒
川
に
着
い
た
。
黒
川
で
は
神
明

社
の
祭
り
が
催
さ
れ
て
い
て
、
山

車
が
出
て
賑
や
か
だ
っ
た
。

　

翌
朝
、
黒
川
か
ら
人
力
車
で
北

に
向
か
い
、
荒
川
沿
い
に
関
、
川

口
と
東
進
。
土
砂
降
り
の
雨
の
た

め
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど
く
、「
こ
れ

以
上
進
め
な
い
」
と
車
夫
に
帰
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
先
は
十
三

峠
と
呼
ば
れ
る
、
こ
の
旅
中
、
本

州
最
難
関
の
峠
が
待
っ
て
い
た
。

　

こ
の
日
は
山
中
の
小
村
の
沼
に

泊
ま
り
、
翌
日
、
新
潟
・
山
形
県

境
で
あ
る
大
里
峠
を
越
え
た
。
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新潟では宣教師宅に１週間

川
舟
の
旅

　

東
京
を
出
て
か
ら
22
日
目
、
福

島
県
か
ら
新
潟
県
に
入
っ
た
。
新

潟
県
最
初
の
宿
泊
地
は
、
阿
賀
野

川
舟
運
の
川
港
と
越
後
街
道
（
会

津
街
道
）
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た

津
川
だ
っ
た
。
津
川
で
は
翌
日
の

川
旅
に
備
え
て
菓
子
を
買
い
、
宿

で
は
新
鮮
な
鱒
を
食
し
た
。

　

阿
賀
野
川
を
下
る
川
舟
の
旅
は

快
適
だ
っ
た
。
舟
上
か
ら
の
景
色

を
ラ
イ
ン
川
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
ス
カ
イ
島
に
あ
る
キ
レ
ー
ン
山

の
奇
観
に
例
え
楽
し
ん
だ
。途
中
、

阿
賀
野
川
と
信
濃
川
を
結
ぶ
運
河

の
小
阿
賀
野
川
へ
入
り
、
信
濃
川

を
下
っ
て
新
潟
に
着
い
た
。

週
間
ほ
ど
宿
泊
さ
せ
て
も
ら
い
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
暮
ら
し
の
快
適

さ
に
、
心
か
ら
喜
び
を
感
じ
た
。

新
潟
で
は
商
店
巡
り
を
し
、寺
院
、

大
学
、
病
院
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

新
潟
の
項
で
は
、
日
本
の
食
を

紹
介
し
て
い
る
。
食
材
、調
味
料
、

料
理
、
お
膳
な
ど
だ
が
、
バ
ー
ド

は
日
本
食
の
多
く
が
口
に
合
わ

　

新
潟
は
国
内
に
５
港
あ
る
海
外

に
向
け
た
開
港
地
の
一
つ
だ
っ

た
。
バ
ー
ド
は
外
国
に
開
か
れ
た

街
を
期
待
し
て
い
た
が
、
領
事
館

の
旗
や
外
国
人
の
姿
は
見
え
ず
、

地
味
な
印
象
の
町
並
み
に
少
々

が
っ
か
り
し
た
よ
う
だ
。

　

英
国
出
身
の
宣
教
師
フ
ァ
イ
ソ

ン
夫
妻
の
家
（
伝
道
所
）
に
１

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

明治２年に建てられた旧新潟税関所跡

バードが川舟に乗った津川河港跡

４

　

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
以

下
イ
ン
フ
ラ
）
は
生
活
経
済
社
会
を

支
え
る
下
部
構
造
、
基
盤
で
す
。
生

活
経
済
社
会
の
高
度
化
・
進
化
に
応

じ
て
そ
れ
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
も
高

度
化
・
進
化
す
る
こ
と
は
物
事
の
道

理
で
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
わ
が
国
の
医
療
・
保
健
衛
生

に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
が
顕

在
化
し
た
が
、
経
済
効
率
優
先
や
財

政
再
建
の
下
、
安
全
・
安
心
へ
の
事

前
の
備
え
を
軽
視
し
て
き
た
結
果
で

す
。
公
共
事
業
も
例
外
で
な
く
、
国

の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
推
移
を
見

る
と
平
成
９
年
度
９
・
８
兆
円
が
ピ

ー
ク
で
、
令
和
３
年
度
は
６
・
１
兆

円
と
約
38
％
削
減
さ
れ
て
き
て
い

る
。

 

近
年
の
豪
雨
や
地
震
に
よ
る
災
害

の
頻
発
を
受
け
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
対
策
が
策
定
さ
れ

改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
補
正
予
算

に
よ
る
も
の
だ
。
公
共
事
業
は
長
期

に
わ
た
り
多
く
の
関
係
者
が
関
与
す

る
た
め
、
執
行
に
制
約
の
あ
る
補
正

予
算
で
な
く
、
当
初
予
算
に
基
づ
く

長
期
計
画
が
な
い
と
計
画
的
・
効
率

的
・
事
前
的
な
事
業
展
開
が
で
き
な

い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は

３
月
末「
米
国
雇
用
計
画（Am

erican 

Jobs Plan

）」
を
発
表
。
イ
ギ
リ
ス

は「
国
家
イ
ン
フ
ラ
戦
略（N

ational 
Infrastructure Strategy

）」
を

昨
年
11
月
に
発
表
。
中
国
も
「
国
民

経
済
・
社
会
発
展
第
14
次
五
か
年
計

画
」を
３
月
12
日
に
発
表
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
中
で
わ
が
国

が
持
続
的
成
長
を
遂
げ
国
民
が
安
全

・
安
心
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、米
英
中
に
学
ぶ
ま
で
も
な
く
、

イ
ン
フ
ラ
の
グ
リ
ー
ン
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
等
を
踏
ま
え
た
戦
略
的
か
つ
包

括
的
な
当
初
予
算
に
基
づ
く
長
期
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
斯

様
な
長
期
計
画
に
よ
っ
て
こ
そ
イ
ン

フ
ラ
の
計
画
的
・
効
率
的
・
事
前
的

な
事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
、
後
世

へ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
、「
道
の
駅
」

の
さ
ら
な
る
展
開
が
よ
り
近
く
な

る
。

計
画
的
・
効
率
的
・
事
前
的
な
事
業
展
開
へ
、
イ
ン
フ
ラ
の
長
期
計
画
を

かつら
谷津安男店長

　平成4年特産品直売所として開店し、

茨城県城里町御前山 37
国道 123 号　TEL.029-289-2334

来年登録30年目の古くてあったか〜い道の駅。
隣接する「御前山」でのハイキング、「那珂川」河
原でのカヌー、ＢＢＱなどアウトドアの拠点とし
ても楽しめます。手打ちの「常陸秋そば」は大人
気で、鮎の塩焼き、手作りジェラートも楽しめます。

高松
沖野勇樹駅長

　石川県のど真ん中、能登・加賀国境

石川県かほく市二ツ屋フ 16-3
のと里山海道高松 SA内　TEL.076-281-2221

の上り下り線両側にある道の駅。日本海が一望で
き、夕陽のとてもきれいなロマンチックスポット
として知られています。食事コーナーでは能登豚
のソースかつ丼、やみつきコーヒーゼリーが人気
で、足湯や芝生広場、ドッグランもあります。

阿武町
田中満介支配人

　道の駅発祥の駅として遠くから足を運

山口県阿武町奈古 2249
国道 191 号　TEL.08388-2-0355

んでいただけるよう目指し、ABUキャンプフィー
ルド(今秋オープン)を整備中。日本海の夕日が美
しく、鮮魚・無角和牛始め地元の新鮮な食物、自
然に適応したアクティビティー等、地域を丸ごと
楽しむスタイルを提案しています。温泉・プール有。
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